
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阪神淡路大震災から２９年。 能登半島地震への想いも大切に、防災意識を高めていこう！ 

「人を愛し、自らを律し、広い世界へ挑む生徒の育成」 

～『志』高く、自由と責任の気風あふれる学校をめざして～ 

 

学校教育目標 

 

赤穂東中学校 
学 校 だ よ り 

校訓 

遵明奉協自 

法朗仕同主 

 

第 １ ２ 号 

2 0 2 4 年 ２ 月 

 
 ～輝け、ヤングスターズ！～ 

 

【阪神淡路大震災追悼集会の校長講話より】 

今年は元旦から能登半島地震が起こりまし

た。死亡者２３０名以上、負傷者、行方不明者

多数。現在も捜索活動が継続されています。皆

さんも毎日のように、新聞やテレビ等のニュー

スで見ていることだと思います。亡くなられた

方々のご冥福をお祈りすると共に、被災された

皆様に心からお見舞い申し上げます。 

さて、阪神淡路大震災から２９年。早朝に、

淡路島北部を震源とする震度７の揺れが襲っ

たのは皆さんが生まれるずっと以前のこと。

６，４３４名の方が亡くなり、負傷者は４万３

千人以上。倒壊家屋は全壊１０万５千棟。半壊

１４万４千棟。赤穂市の世帯数が約２万世帯な

ので、市内すべての家が５回以上破壊されたこ

とになります。それほどの大きな被害でした。 

 ひと度災害が起こると、私たちの日常は一変

します。電気が止まり、懐中電灯やロウソクを

使うことになります。ガスも止まり、温かい食

事ができなくなります。携帯電話は回線がパン

クし、思うように使用できなくなります。ただ、

それも地震の揺れが無事に収まればの話です。 

 

揺れた瞬間に家が崩れるかもしれません。屋根の

下敷きになるかもしれません。ガラスが割れた

り、ケガをしたりするかもしれません。そんな恐

ろしい状況が、いつまたこの兵庫を、私たちの赤

穂を襲うかもわからないのです。 

地震への備えとしてできることは限られてい

ます。また、心配ばかりしてもきりがありません。

ただ、万が一の場合には、人と力を合わせ、その

日一日を強く生き延びる心の強さが要ります。そ

の切り替えが今のあなた方にできますか。災害時

に甘えは許されません。震災の記憶を消さないよ

う、この先の人生を大切に生きられるよう、強さ

を身につけなさい。自律してください。 

大自然は、ときに優しく、ときにいきなりその

厳しい素顔を見せます。ちっぽけな人間の予想な

ど、あざ笑うかのような猛威を振るいます。君た

ちを含め、２９年前の地震を知らない世代が増え

ています。同じ悲劇を望む人はいません。どうか、

この兵庫県で最大級の地震があったことを、次は

皆さんが語り継いでください。いろいろな情報に

触れてください。決して忘れない。それがあの地

震で亡くなった方々の気持ちに寄り添うことに

なります。他人事では済まされません。 

東中生のみんな、よろしくお願いします。 

 

感  謝 
赤穂東中生徒会の募金活動へのご協力

ありがとうございました。皆さんから集

まった６５,３４９円の 

浄財は、赤穂市共同募 

金委員会を通じて現地 

の被災者支援と復興支 

援に役立てられます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７日（水）入学説明会 

  ８日（木）学校保健委員会 

ふれあいウィーク(～16 日) 

９日（金）１・２年生習熟度テスト 

１０日（土）県内私学入試        

 １５日（木）公立推薦・特色選抜検査 

       ３年生午前中授業 

 ２０日（火）公立推薦・特色選抜発表 

 ２１日（水）期末考査（～26 日） 

 ２６日（月）３年生ワックスがけ① 

 ２７日（火）３年生ワックスがけ② 

２９日（木）後期生徒総会 

  

 

１ 年生カルタ大会での白熱した戦い！ 日本の伝統文化を大切に、楽しみながら学ぼう！ 
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来年度の生徒会幹事が決定しました！ 先輩の想いを繋ぎ、良き伝統を継承していこう！ 

１月２６日（金）に来年度の生徒会役員を決める

生徒会立会演説会・選挙が実施されました。今年の

立候補者は１２名。東中の未来への思いと自らの情

熱を４分間の演説に込め、堂々と発表しました。勇

気ある一歩を踏み出した全員に心からの拍手を送

ります。選挙結果は以下の通りです。選出された６

名は先輩幹事をモデルとして、東中生のためにがん

ばってください。全校で応援＆期待しています。 

 ２月の行事予定 

 

 

 百人一首の学習成果を競うカルタ大会が、１月２３

日（火）に行われました。あちこちで真剣勝負が繰り広

げられ、「ハイッ！」と勢いのある声が響きます。川口

先生の読み声もムードを盛り上げます。前かがみにな

って札を探り、チームで協力する姿が印象的でした。 

ストーブで温められた体育館を、対戦の熱気が更にヒ

ートアップさせていました。皆で真剣に取り組んだ１

つの日本文化の経験を、ずっと大切にしてください。  

 

 

 

 

 


